
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

秦野養護学校           

学校だより 
年の瀬に               

校長 鈴木正一 

「本校舎が見えるね」「弘法山があそこに見えるから弘済学園はあの辺りだね」「あれが神奈川リハ、

かもめ学級はあそこだね」先日、蓑毛から大山に登りました。以前、通勤途上に小田急線の車窓から

眺めて気づいた本校各部門の位置関係を、地図上で思い描いてお伝えしましたが、あらためて ABE

部門のある本校舎と C部門、D部門の位置関係を俯瞰し、本校が大山を中心として弧を描くように

一体として配置されていることを見てとることができました。 

さて、来年4月に差別解消法が発効します。「共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育の推進」

「合理的配慮」が大きな話題となり、県立高校改革の実施計画案も公表されました。時代が大きく動

き始めていると感じています。このムーブメントの中にあって、浮き足立たず、どう取り組むかと考

えていた時に、三島卓穂さん（元弘済学園長）の次のようなことばが目に留まりました。時として、

不適切なものとなりかねない指導や支援に関して、三島さんは「自己決定を促す語りかけの技術を身

につけよう」と呼びかけ、「姿勢としては『促す』ことです。強制ではなく促しです。促しとは人と

して対等なあなたに期待する私、という姿勢を表現することです。」と述べています。 

（「発達教育」2014.10） 

多様なニーズのある子どもたちへの教育に携わる者として、心にとめて 

おきたいと思います。子どもたち一人ひとりが持っている力を十分に発揮 

することができるように、一人ひとりが外界（ひと・こと・もの）と対峙 

し、世界に向かい合う場面を設定すること（しくみとしかけ）。これから 

も、子どもたちの学びを大切にしていきたいと考えています。 

来年の春には大山を中心とした弧線上にあたらしい部門（末広校舎）が加わります。とても楽しみです。

みなさま、よいお年をお迎えください。 

*編集部連絡先* 

〒257-0025  秦野市落合500 

TEL 0463(81)1429  FAX  0463(83)4118 

ホームページ 

http://www.hadano-sh.pen-kanagawa.ed.jp/ 

第８号  平成２７年１２月２４日発行 

基礎 3クラスの校外学習の様子についてお届けします。11

月 27日に電車とバスを使って、「ぼうさいの丘公園」に行っ

てきました！天候にも恵まれ、公園内にあるアスレチックで自

由に身体を動かし、動物コーナーでウサギやトリを見て穏やか

に過ごすことができました。また電車の切符を自分で購入し、

バスの運賃も自分で払うなど、あまり経験したことのない活動

も行うことができました。さらに当日のおやつは公園内の売店

で一人ひとり好きなものを選んで購入しました。アイスを購入

した人が多く、冬にしては強い日差しの中、たくさん遊びまわ

って火照った身体を冷やすことができたのではないかと思い

ます。自立学習で作ったスイートポテトも食べることができ、

おなかも気持ちもしっかり満たされた１日になりました。 

Ｄ部門 

http://www.hadano-sh.pen-kanagawa.ed.jp/


 

                                             

 

 

                                        

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いま、A部門の廊下の壁には大きなクリスマスツリーが飾られています。これは小学部 

のみんなが折り紙でサンタクロースをたくさん作り、ツリーに見立てたものです。クリス 

マスツリー除幕式では、小学部・中学部のみんなで『ハッピークリスマス』をハンドベルで 

演奏して参加者から大きな拍手をもらいました♪ 

15日には『フォーシーズン コンサート』が行われました。春・夏・秋・冬の季節ごとに

学習した音楽をみんなで演奏しました。コンサートに向けて小学部・中学部ともに一生懸命練

習に取り組んでいました。本番では、とても素晴らしい演奏をすることができ、大満足のコン

サートでした♪ 

11月 16日（月）～27日（金）に実習を行いました。１年生は２回目の校内実習として、ペット

が食べる草のポット作りを行いました。土や種などを平らにならすことがとても大変な作業でしたが、

真剣に取り組み、きれいに仕上げることができました。２年生は２回目の現場実習「レベルアップの実

習」を行いました。２回目ということもあり、仕事への取り組む姿勢、表情が凛々しく、それぞれの実

習先の会社で任された仕事を一生懸命取り組み、成長が感じられました。３年生は「勝負の現場実習」

でした。卒業後の就職先を決める実習です。持てる力を十二分に発揮し、全員がしっかりと勝負をして

きました。１、２、３年生共に、それぞれの目標を達成するために努力し、できることをやりきりまし

た。また、実習を通して、仕事だけでなく、色々なことを学び、経験して大人の階段を一歩上ったよう

に感じられた実習でした。 

かもめ学級には現在１２名が在籍しています。４月からの９ヶ月間では

延４２名になります。子どもたちが、転入学する時は歓送迎会を持ちます。 

会の進行はみんなで分担します。転入時は、名前と学年、出身地、好き

な食べ物やスポーツなど互いに自己紹介をします。学区が全国区なので、

言葉に特徴があって微笑ましいです。その後、皆でゲームをします。かも

め学級の一番人気はウノです。 

転学時は、皆が書いてくれたメッセージを代表の子が転出する子に渡し

ます。別れの寂しさに涙を見せる子もいますが、自宅から通い慣れた学校

に戻れる喜びの方が大きいのか、どの子も笑顔です。歓迎会、送る会は、

勉強を離れて大勢が一同に集まって集団活動ができる楽しいひと時です。 

運動の時間に、児童生徒が赤組白組に分か

れて陣取り合戦をしました。紅白の回転盤を

自分の力で引っ張ったり、教員と一緒に引っ

張ったりして、目の前で回転盤の色がくるん

と変わる変化を楽しみました。また自分の力

で引っ張ることができた時には、満足そうな

笑顔を見せる児童生徒もいました。一回戦、

二回戦に分かれて競いましたが結果は同点!!

次回がとても楽しみです。 
Ｃ部門 

Ｂ部門 

Ａ部門 

Ｅ部門 

白から紅へ くるん！ 


